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1900(明 治33)年 職員録 か らみ る
足尾銅 山の実情
小 西 穂 懸
は じ め に
本稿は,「足尾銅山職員録 全」(以 下,「 職員録」とす る)と タイ トルを
つけられた,1900(明 治33)年1月 段階での古河鉱業所足尾銅山における
職員録を翻刻 し,論 考を加えるものである。
1897(明 治30)年5月27日 に東京鉱山監督署か ら下された第3回 鉱毒予
防工事命令に対 し,古 河は一丸 となって予防工事に取 り組み,命 令書の内容
に変更を加えっっも,そ の年のうちに工事を終えた。最終的にこの工事は,
古河側が100万 円を超す費用がかかったと主張するほど大掛かりなものとなっ
た。実際の金額は別 としても,当 時,鉱 毒問題に対する世論が盛 りあがって
いたこともあり,鉱 毒予防工事命令は古河 にとってまさに 「危機」であり,
どのような形にせよ,そ れに対処することを余儀な くされたのであったω。
こうした 「危機」的状況が背景 となって,古 河は予防工事命令が出された
翌月97年6月 に 「事業と家業を区別するための営業規則を一部改正 し,本
店を鉱業事務所と改め」,98年1月 には第二次改革とよばれる社内の組織強
化 ・経営刷新に乗り出さざるをえなか った(2)。1897年1月 に弁護士であった
昆田文次郎を入社させ,同 年6月 には庶務課文書係長にして,政 界 ・法務対
策にあたらせたことや,1900年1月 に予防工事命令発令者 ・東京鉱 山監督
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署長であった南挺三を古河に入社 させたのも,一 連の新体制作りの一 コマで
あったことはまちがいない。 この 「職員録」が作成された1900年1月 は,
くしくも南挺三が入社 したのと同じ時であるが,ま さに古河が 「危機」をきっ
かけにして体制の刷新をはか った直後であった。
これ らのことを踏まえると,足 尾鉱毒問題の研究においてはもちろん,ほ
とんど注目されてきていない古河財閥史を研究する上でも,こ の時期の足尾
銅山における職員録を翻刻する意義を認めることができる。人員名 とその配
置状況 ・個別の賃金状況やその総額 ・銅山内の組織など,そ れらの 「実態」
を通 して,古 河にとって当時の足尾がどのように位置付けられる存在であっ
たのか,ま た鉱毒問題をどのように捉えていたかなどを窺い知ることができ
る。 さらには,い かに足尾が全力を尽 くして守るべきものだ ったか,ほ んと
うに全力を尽くしたのか,ど の程度の力を注いだのかなどについて理解する
手がかりとすることができる。
他方,労 務管理史をめ ぐる研究状況に目を転 じてみると,こ の時期のもの
はいかなる形にせよ基礎となるデータが圧倒的に少なく,研 究が進んでいな
い。かりに利用できるものがあっても,鉱 山業については鉱夫に関するもの
がほとんどで,会 社の幹部である職員についての詳細なデータは管見のかぎ
りない。銅山としては当時最大の足尾を有する古河の状況に言及 したもの,
および古河側の史料はわずかながら公表されているが,た んに個別の数値だ
けであったり,時 代が特定されていなかったり,異 なる時期のものであった
り,さ らには,そ れらはこの 「職員録」の内容 と異なっているものも多い。
この点でも本史料が何 らかの貢献をなしうるものと考える。
とはいえ与えられた紙幅が限 られていること,入 手できる比較研究のため
の史料がきわめて少ないことなどの理由か ら,い まあげた足尾鉱毒問題 ・古
河の経営問題にじゅうぶんに言及することはできない。あくまで 「職員録」
の概要について,既 存の主要 な史料や論考との相違にふれるにとどめること
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とす る。
なお史料の翻刻 にあた って は人名が含 まれ るため旧字 を用 いるが,俗 字 は
新字 に改 めて ある。 また 「職員録 」 中 には,た とえ ば左 工門 と左 衛 門の2
通'りの表記が用 いられて いるが,エ は衛 に統一 した。
1.史 料 の体裁
「職員録」が記されている用紙は,折 り返 し部分の上半分 に 「ヤマイチ」
をかたどった商標 とその下 に 「二号」,下部に 「足尾銅山」 の文字が青字で
印刷されており,片 面に同色で10行 の罫線が引かれた縦書 き用B4サ イズ
の足尾銅山専用のものである。表紙 と裏表紙は3枚 の紙を貼 り合わせた厚紙
でできており,表 紙の左端にはタイ トル 「足尾銅山職員録 全」が毛筆で直
接書 き込まれ,タ イ トル全体を鉛筆書きの四角い枠で囲んでいる。史料その
ものは和綴 じになっており,内 容の記入はすべて毛筆によっている。
人名を間違えて一つ早 く書いたため入れ替えて修正 してあるところが1カ
所,同 姓のために名前を聞違えて3っ 先に書いて しまい修正 しているところ
が1ヵ 所ある(翻 刻にさいして,い ずれ も正 しく書 き換えてある)O賃 金欄
に記入漏れが1ヵ 所ある(翻 刻にさいしては空欄と記 した)が,詳 細な内容
と正確を期 した記入のようす,お よび銅山専用の用紙であることからみて,
足尾銅山の正式な職員録として作成されたことは間違いない。
2.史 料の概要 と他史料 との相違
(a)職 員の分類
本史料は職員を 「総長辞令之部」,「所長辞令之部」,「稚貝之部」,「雇員之
部」に分けて掲載 している。「総長辞令之部」に該当する職員数は155名 で,
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1～2等 支配人,1～3等 副支配人,支 配人 補,1～2等 の手代 ・同手代 待
遇,1～2等 手代補 ・同手代 補待遇が相当す る。 「所 長辞 令之 部」 に該 当す
るの は106名 で,3～6等 手代補 ・3等 手代補待遇 ・支配 人補 が相 当 す る。
「現場の労働者か ら登用 され た」(3)といわれ る 「准員之部」 は265名 で,工 手 ・
雇 ・巡察車:掌 ・雇待遇が相当す る。 「雇員之部」 は160名 で,車 掌 ・小使 ・
電話交換手 ・薬剤生 見習 ・看護婦 が相 当す る。
「職員録」末尾 に付 された統計 による と,記 載 されて い る総 員 は685人 で
あ るω。 この統計 で は,い わゆる上 級職 員に対 し,い ま見た総 長 ・所長 と い
う辞令 の発令者 のちが いにもとつ く分類 とは異 な る分 け方 がな されて いる。
すなわ ち職 格別 に記入 されてお り,支 配人補以上 が23人,2等 手 代補 以上
が132人,6等 手代補以上が106人 となって いる。 また准員が265人,雇 員
は159人,非 役1人 と記 され ている(5)。
なお 『翁 の直話』(6)によると,「 職員録」 が作 られ た前年1899(明 治32)
年1月 末 日段階 での古河 の全鉱業員数 は,技 術員 ・事務員 ・医員 ・教員 らの
「役員」が709名,雇 員 ・工手 ・小使 ら 「准 役員 」 が677名 で あ る。 鉱夫
(坑 夫)ら と異 な り(7,職 員が1年 間 に大幅 に異動 した とは考 え難 い ので,
「職員 録」 中の 「総長辞令之部」 と 「所長辞令之部」 の計261名 を 『翁 の 直
話』中 の 「役員」,同 じく 「准員之部」 と 「雇員之部」 の計425名 を 「准役
員」 と して換算 す ると,古 河 の全職員 の うち,「 役員」 は36.8%,「 准役員」
は62.E%が 足尾 にいたことに なる。 上級職員 ほど鉱業事務所(本 店)が あ る
東京 に配属 にな っていた と考 え られるので,概 算 ではあ るが,「 准役 員」 の
割合が6割 強 を占め る事実 は,い かに古河 が足尾 に力 を入 れていたか,同 時
に足尾 が古河 に とっていかに中心 的役 割 を担 って い たか を示 す ことに な る
る(8)。換 言すれば,足 尾銅山の他鉱山 に対す る優位性 を示す数字で もある。
ところで古 河 は社員 を1～10級 の階級 に分 けて もいた。 い うまで もな く
これは,い まみた採用別 とも,職 格別 とも,さ らには高級職員 を対象 に した
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1～6等 までの ランク付 けと も異 なる分 け方 である(等 と級 のちが い もあ る
よ うだが,つ ぎに言及 す る)。 二村一夫氏の指摘 によると,1897(明 治30)
年段 階で,「 役員 は1か ら8級 に分かれ」,「 准員 は9級 また は10級 」 だ っ
た(9)。1907(明 治40)年 段階 で も,「 社員の階級を一級 よ り十 級 まで に分 け
て,先 づ高等工業 とか高等商業 などの卒業生 であれば行 きな り六級位 の虜 に
据 え る」('0)と古河側 は言 ってお り,1897年 段階 とは大 きな差 はな さそ うで あ
る。 ただ,こ の分類 に したが えば本史料中 に見 られ る 「雇員」 は社員 に含 ま
れ ない ことになる(ll)。
(b)職 員 の給与
古河側の異なった,し かもさまざまな基準での分類に,給 与面での多様性
が加わることで,い っそう複雑に職員が分けられていたことがわかる。すな
わち 「職員録」が示すところによると,月 給形式で給与が支払われるのは3
等の手代補 ・手代補待遇以上のものだけである。4等 以下の ものから局員 ま
では日給の形式で給与が支給される。例外として,「支配人補 ・無給 ・非役」
のものが1名 と,准 員のなかに月給で支払われる雇待遇の学校教員が3名 い
る。また月給での支給は1円 刻みで,日 給のそれは1銭 刻みで分類されていた。
給与に関 して二村氏は1か ら8級 に属する役員は月給制,9・10級 の准員
は日給制であったとし,1897年 の規定によって,「1級 役員 の月給は300円
以上,2級 が200円 以上,3級100円 以上,4級70円 以上,5級50円 以上,
6級30円 以上,7級20P9以 上,8級10円 以上であった。9級 の日給 は1円
以上,10級 は40銭 以上である」と紹介 している(12)。この規定は明治期の賃
金を通史的にみたっ ぎの指摘 と合致す る。すなわち,「技能度別の賃金決定
による下級者は等級別 日当により,上 級職貝層 と役員は武士の俸禄を反映 し
て年俸により,ま た,そ の他の職員は月給制によっていた」(13)。だが二村氏
が紹介 した1897年 の規定か ら3年 後に作られたこの 「職員録」(等 と級のち
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が いが あ るが,こ こで は便宜上 同 じもの と考 え ると)か らわか るよ うに,上
級職員 と位 置付 け ることがで きる4等 手代補 か ら6等 手代補 までに対 して も
日給制 が とられて いる。 また9級 ・10級 に位 置付 け られ る准員 はそれぞれ1
円以上,40銭 以上 の日給 を得 るとされて いるが,実 際 には最高で も90銭,
最低 では25銭 で あ った。 さ らには,た とえば2人 いる1等 支 配人 はそれ ぞ
れ250円 と200円 の月給 を得 てお り,1級 役員が300円 以上の給与 を得 る と
の1897年 規定 とは異 な っている。 これ らの違 いは,等 と級 はまった く異 なっ
た枠組みで あ った可能性 を示唆 している。 とす れば,古 河 の職員 はい っそ う
複雑 に区分 されていた ことになる。
つ ぎに上級職員 と下級職員 の給与 を比較 して みる。本史料 中の月給受領者
は213名 で,全 職員685名 中 の31.1%に 相 当す る。 その月給 受領 者の1ヵ 月
の総計金額 は7,359円 で,12ヵ 月で は88,308円 に な る。 他方,日 給 受 領者
の総計金額 は,1日 あた り188円15銭 。1ヵ 月25日 間働 くと して,4,703円
75銭 。12ヵ 月で は56,445円 にな る。年 間の総合計 で144,735円 が職 員 の人
件費 と してかかる とす ると,人 数害IJ合で約31%を 占 め る月給 受領 者,つ ま
り上 級職員が,職 員人件費の61%を 受 け取 っていた ことになる。
実際 は もっと賃金格差 があ ったことは想像 に難 くない。炭鉱 をかか えてい
たこの時期 の三菱 では,そ れ までの年末手 当(1893年 まで は歳末 手 当)に
加えて,1897年 か らは 「物価騰貴 二付臨 時手 当 トシテ,使 用人 へ給 料全 額,
場 所 限 リ傭使 ノ者 へ月給額 以 内 二於 テ支 給」 す る ことが決 め られ て い る
'
(1899年 か ら中元手当 と改称)。 年末手 当 も1897年 か らは規定が変わ り,本
社使用人 には月額,場 所 限傭使 には月額内 が払 われ る こと とな った(14)。つ ま
り上 級職員 には年間2ヵ 月分 のボーナスが別途 に支給 され,下 級職員 はそれ
以下 しか支給 され なか ったの である。 同 じことが足尾で もあったと考 えてよ
か ろう。 とすれ ば,足 尾銅山 で職員 に支払 う給与の年総 額 はおよ そ17万 円
にな り,し か も賃金総額 に占める上級職員が受 け取 る割合 はい っそう大 きな
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ものにな る。
ところで職員 給与 にかか った約17万 円 といえば,鉱 毒 予 防工 事 が お こな
われ る直前,1897年 上期の足尾銅山 の利益 に相 当す る額 で あ る(15)。この点
か ら見 るか ぎり古河 にとって17万 円が大金 であ ることは間違 いな い。 だが
注 目 してお くべ き点 は,こ う した職員給与が足尾銅山,ひ いて は古河 の総経
費 に占あ る割 合 は決 して大 きいもので はなか ったと考え られ ることで ある。
第1に は,鉱 夫 らの年間 の移動率 が100～300%も あ り,統 計 を と る時期 や
年度 によ ってか なりの差が生 じるが,こ の時期 およそ1万 人 の鉱夫が足尾 に
わ り,そ の募集 や給 与な どに莫大 な金が直接 ・間接的 にかか ったと考 え られ
るか らで ある。第2に は,さ らに強調 すべき事 実 と して,1897年 段 階で,
産銅100斤 あた りに占め る所員給与の割合が4.1%し か な い ことで あ る。 古
洵 に とっての約17万 円の価値 を相対 的に低 くす る数字 に他 な らな い。 大 半
の費用 は坑 内費 や製煉費 につ ぎ込 まれ ていたの である(こ の割合 はほ とん ど
変化 がなふ った と考え られ る)㈹ 。 　
(c)職 員 の配置
次頁に掲げた表は,史 料に基づき,辞 別の人員配置数を採用別に一覧にし
たものである。比較のたあに,1906(明 治39)年 の辞別の配置数を同時に
掲載 してお く(総 数319名)(17)。1900年 段階では工作課と一まとめにされて
いたものが,1906年 段階では電気課が分離 している。
1906年 における表中の該当者の総数が319名 であること,お よび各課担
当者の数に注目してみると,・1900年のそれは計261名 になる上級職員と比
較することが妥当であると思われる。両者を比較すると,1906年 と比べて,
1900年 段階では分析や庶務を担当する内局の人数が少ないことがわかる。
後年 になるほど,品 質管理や労働管理などがいっそう徹底されていったこと
が考えられる。
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表1900年 と1906年 の辞別人員表
(単 位は人)
上級 職 員 下級 職 員
1906年
段 階 総長辞令※1 准 員
1900年
合 計小 計
所長辞令※2
小 計
雇 員
坑部課 86
47(+3) 9878
(+2) 31
127
29
205
(+3)
工作課 36 26(+4) 29
(電気課) 21
47
(+4) 21
52
23
99
(+4)
1]
13 33
製煉課 16
3
45
12
54
36(+1) 66
調度課 68
62
(+1) 26
134
68
196
(+1)
97
22 32
内 局 36
14
45
13
81
15 3
医局関係 一 18
3
14
11
32
学校関係 一 10
4 4
6
7
3
17
※1には所長が別途ふくまれる。※2には非役が別途ふくまれる。
※表中のカッコ内は他課との兼任者数
また製煉課では下級職員,と りわけ 「現場の労働者か ら登用された」准員
が多いことがわかる。明治中期には採掘を担当する坑夫 よりも高い収入を得
ていた製煉夫が,名 目的賃金 も実質的賃金 も下がっていたにもかかわらず,
1907年 に発生 した足尾暴動に参加 しなかったことが指摘 されているが,坑
夫 らに比べて足尾への定着率が一般的に高い製煉夫はそれだけで銅山に対す
るアイデンティティを持ちやすい。それが准員に昇進できる可能性を高める
ものであれば反抗心が芽生える余地はいっそう小さくなる。 くわえて,も し
暴動に加われば,敵 視すべき管理者が自分たちの先輩 ・仲間になるというこ
とがあったのではなかろうか。そこには間接的ながら,親 分一子分関係を結
ぶ坑夫間での友子同盟の影響を指摘できるかもしれない。8>。
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お わ り に
「職員録」を概観 し,他 の史料との簡単な比較をおこなっただけで も,古
河 ・足尾銅山における職員分類の多様性が明らかになった。すなわち,① 一
般的には役員や所員といった言葉で言いあらわされる上級職員には,総 長辞
令によるものと所長辞令によるものがあったこと,②1～10級 に職員 が分
類 されていたことはいままで言及されていたが,1～6等 というランク付 け
もあったこと,③ 支配人 ・副支配人以下,さ まざまな職格が定められていた
こと,④ 准員や雇員は史料によって取 り扱われ方がことなることなどである。
じつに複雑な分類がなされていたことがわかる。
こうした職員間における身分や等級の相違に拍車をかけるものが賃金であ
る。月給は1円 刻みで,日 給は1銭 刻みで支給されていたことか ら,職 員に
対する厳 しい査定がおこなわれていたことと,職 員間における細かな序列が
あったことは間違 いない。 また,上 級職員ほど高額な給与をえてお り,そ れ
が職員賃金全体に占める割合も大きなものであった。
これらの事実をあわせて考えると,こ のように職員を細か く分類 し,セ グ
メント化する理由が想像できる。すなわちそれは,労 働力や生産力として具
現化 される,古 河に対する 「忠誠」を促進するために他ならなかった。 ここ
に翻刻 したような詳細な史料がこれまで公開されたことがないため比較はで
きず,断 定 もできないが,製 煉課の下級職員が現場から登用され,結 果的に
1907(明 治40)年 の足尾暴動に加わらなか った事実は,い まあげた仮説の
傍証 となろう0な おくり返すまでもないが,鉱 毒予防工事をきっかけとして
古河側が このような多方面にわたる 「管理」の強化に乗 り出 したと考えられ
る(少 なくとも労務管理の強化をはじめたことだけは事実である)㈹。
ところで,「職員録」によって製煉課職員の実数が明 らかになったか らこ
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そ,傍 証としてであってもこのように利用することができるのであり,そ の
意味でこの史料は職員の配置や経営の実態などを示すだけでなく,足 尾暴動
にいたる過程を分析する上で もいっそう活用することが可能であろう。
古河が100万 円の費用がかかったと主張する鉱毒予防工事にしても,金 額
自体は当時 としては大金であることはいうまでもないが,職 員給与が全経費
に占める割合からするとけっ して古河の屋台骨を揺さぶるほどの金額ではな
かったようである。すなわち,最 高でも年間およそ17万 円かかった職員給
与は,100斤 の銅を生産するコストの4.1%し か占めていなかったのである。
局員 らの給与などを含むかどうかによってこの割合は若干変化すると考え ら
れるが,そ れでもさほどの意味を生 じる違 いではない。つまり,工 事費に本
当に100万 円かかろうとも(く り返 しになるが,実 態は不明),古 河側が内
部で使 っている金額か らすれば声高に主張するほどのものではなかったとい
える。鉱業を継続することによって得 られる利益を考えれば,是 が非で も足
尾での操業を維持することに努めることは当然だった。
以上のよ うに1900年 の足尾銅山における職員録を手 がか りにさまざまな
ことを明 らかにしたが,全 体的な史料不足のために,こ れまでいわれてきた
こととの違いに対 しては十分な説明を加えていない点 も多い。多様な史料 と
の比較研究がなされなければならないことはいうまでもない。また足尾鉱毒
問題の研究 という視点からは,古 河側の経営状況に対 し,こ れまでのように
観念的な断定ではなく,今 後はより実証的な取 り組みをすべきだということ
ができよう。
《注》
(1)古 河の鉱毒予防工事命令に対する具体的な対処については拙稿 「足尾銅山鉱
毒事件研究一第三回鉱毒予防工事の実施 と命令書の改 ざん一」(明 治大学政治
経済研究所 「政経論叢』58-5所 収,1990年)を 参照。
(2)古 河鉱業株式会社 『創業100年 史』(以 下,「 社史』),1983年 。
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(3)同 上,9頁 。
(4)実 際は686人 。非役のもの1名 の取り扱いかたか ら相違が生 じたものと考え
られる。なお史料末に付された職員の所属辞別の統計では,内 訳の合計は682
人にしかならない。学校教員を含むかどうかによるものと思われる。
(5)史 料の分類では,非 役を別個に考えているため,6等 手代補以上 は106名 で
はなく105名 となる。また属員の数は159名 ではなく,160名 である。 さらに
記載されている総人員数は685名 ではな く,686名 である。史料末尾の辞別の
総人員も同様である。
(6)五 日会 『翁の直話』(非 売品,1926年),80頁 。
(7)「 鉱職夫は全体として採用 ・解雇がきわめて多 く,平 均移動率は200パ ーセ
ントに近い。職種別には坑夫が平均に匹敵する。選鉱夫 ・同女 と坑内雑夫は約
250～300パ ーセントに達する。移動率が比較的低 い製錬夫 ・工作夫 ・雑夫 ・
支柱夫でも100パ ーセントを超える」(『栃木県史』通史編8,近 現代3,
621～622頁,1984年)と 言われるくらいに,鉱 夫(と りわけ圧倒的多数を占
める坑夫)の 移動率は高かった。
(8)「 翁の直話』では1899(明 治32)年1月 段階の鉱夫(採 鉱 ・冶金 ・工作 ・運
搬等に従事する職工,雑 夫及臨時夫)の 数を17,46E人 としており(80頁),
『足尾銅山労働運動史』(足尾銅山労働組合,1858年)に よると1901(明 治34)
年当時 「銅山に働 く労働者は一万名をかぞえ」(32頁)て いたといわれ る。
『社史』によると1901年 の労働者数は全体で9,969名 であり,属 員以上の職員
が717名,頭 役および組頭以下,雑 夫にいたる全鉱夫は9,247名 であった(201
頁)。 つまり,2年 間のズレと,鉱 夫にふ くまれる範囲の若干のズレを無視す
ると,古 河が抱えていた全鉱夫のおよそ53%が 足尾 にいたことになる。 この
鉱夫の割合 も,足 尾の位置付けを示すものとなろう。なお注(6)か らわかるよ
うに,鉱 夫の移動は激 しいためいつの段階で統計をとったかによって鉱夫数に
かなりの違いがみられるが,1901年 のそれは前後の年 と比べて平均的な数で
ある。
(9)二 村一夫 「足尾暴動の史的研究一鉱山労働者の社会史」(東 京大学出版会,
1988年)9頁 。
(10)中 田敬義 「古河鉱業会社 は如何に して社員を採用するか」 「実業の日本』
1907年7月15日 号。
(11)本 論では触れないが,足 尾鉱業所内での職員の分類,と りわけ所員の範疇は
問題をいっそう複雑にしている(い うまでもな く,古 河全体では所員 という
「身分」はない)。第3回 鉱毒予防工事命令をうけて改組された古河鉱業事務所
は,1897年8月10日 に足尾鉱業所に対 して業務の再検討を要求 した。足尾側
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の答申のなかに,「五 所員雇員ノ員数 ヲ制定 シ各其職責 ヲ明ニシ冗余二属ス
ル人員ハ渾テ解雇スル事」をはじめ 「所員以下」の文言を見ることができる
(なお,本 史料にあらわれる 「雇」や 「小使」の呼称が用いられ ることにな っ
たのもこの答申によってであった。前掲,二 村,296頁)。 この規定では所員
のつぎに属員が記されているので,准 員までを所員に含んでいるものと考える
のが妥当である。 しかし 『社史』に記載された1901年 の足尾鉱業所の就業人
員表には,所 員 ・准員 ・属員が分けて記載されており(201頁),准 員が所員
に含まれなかった可能性も否定できない。 しかも 『社史」 には,「(明 治)35
年には役員を補助するものとして,「 準員」(役 員の次席の取扱い)お よび 「雇
員」(準 員の次席の取扱い)を 置 くことにした」(371頁)と いう,准 員や属員
がすでに明治35年 以前か ら存在 した実態と明 らかに矛盾する記述がある。
ところでいまみたように 「所員属員ノ員数ヲ制定」すると決めていたにもか
かわらず,本 史料の数値と翌1901年 の数値を比較すると,人 員が増加 してい
ることがわかる。医局員 ・学校関係者をどのように扱うかの問題もあるが,総
長 ・所長の辞令にもとつく上級職員を所員として考え ると約10名,准 員は2
名,雇 員 は21名 増えている。答申通りにおこなわれなかったのか,1900年 段
階ではまだ計画を満たしていなかったのか,さ らには足尾の隆盛によって基準
が変わったのか判然としないが,い ずれにせよ鉱毒予防工事後の古河の動向を
見るうえで興味深い事実である。
(12)前 掲,二 村,9頁 。
(13)日 本労働研究機構編 『リーディングス日本 の労働④ 賃金 と労働時間』
(1998年)58頁 。
(14)昭 和同人会編 「わが国賃金構造の史的考察』(至 誠堂,1960年)424～5頁 。
なお同書に記 されている 「わが国における代表的財閥企業の職員給料および賞
与の変遷」は,財 閥名を意識的に伏せているが,内 容から三菱をさすものであ
ることは間違いない。
(15)前 掲 『社史』,193頁 。
(16)1897年 上半期では100斤 の銅を産出するのに17円92銭8厘 かかってお り,
うち経費がかかる順に,坑 内費(6円83銭4厘,38.1%),製 錬費(5円9銭1
厘,28.4%)が あった。同年の鉱毒予防工事のために100斤 あたりの必要経費
を5.2%削 減 して17円 にしょうとしたが,「所員給与」 も5.1%の 減額を目標 と
したため,経 費に占める割合4.:%に 変化はなかった。 しか も製錬にかかる経
費にかん して大 きな変化が見 られないことから,少 なくともこの時期,職 員経
費が足尾銅山でしめる割合はかなり小さかったといってよい(前 掲 『栃木県史』
通史編8,610～612頁,1984年)。
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(17)前 掲,二 村,8～9頁 。
(18)こ の点に関 して二村氏は 「労働条件の低下が,1888年 の製煉夫 ス トの敗北
を機に経営の積極的な攻撃によってすすめられたこと,さ らに,洋 式溶鉱炉の
導入によって,製 煉労働者が吹大工 とは系譜的にも異なるものとなり,経 営の
指導下で育成され,等 級制の下に組み込まれたことが小さからぬ意味をもって
いる」(前 掲,二 村,324頁)と 指摘 している。
(19)注(10)参 照。
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《翻刻史料》
足尾銅山職員録 全
明治三十三年一月足尾銅山古河鑛業所現在人員録
総長僻令之部
等級 給料 分掌 姓名
一等支配人 二五〇.○ 所長 近藤陸三郎
全 二〇〇.○ 坑部課長 狐崎 富教
二等全 一七〇.○ 工作課長 小田川全之
全 一五〇.○ 坑部課副課長本山坑場長 青山七三郎
・全 〃 全課小溝坑場長 菅田 繁
一等副支配人 一二〇.○ 工作課技師兼機械掛長 藤林 徳松
〃 〃 全 兼電気掛長 宮原 熊造
一等副支配人 一二〇.○ 製煉課長 飯島 純介
〃 〃 一〇〇.○ 坑部課通洞坑場長 田口 貞祥
〃"〃 調度課長兼工作課技師 鈴木 審三
〃 〃 〃 工作課技師測量製図掛長 玉村 勇助
二等副支配人 八○.○ 坑部課本山坑場坑内掛長 早木熊四郎
〃 待遇 九〇.○ 本山医員私立学校署員 青木 等
〃 〃 八○.○ 〃 関根 倉次
三等副支配人 七〇.○ 坑部課技師小瀧坑塩詰 法元 盛夏
〃 〃 〃 調度課運輸掛長 吉田清五郎
〃 〃(空 欄)全 日光出張所主任 佐藤 真三
〃 待遇 七五.○ 小瀧署員学校医員 金子学三郎
〃 〃 七〇.○ 通洞全 本田 正平
〃 〃 六〇.○ 小瀧全 佐藤 佐賀
支配人補 一〇〇.○ 内局庶務掛長 稲田周之助
〃 六〇.○ 坑部課技師通洞坑内掛長 木部 一枝
〃 〃 全 金 坑場撰鑛掛長 小島正太郎
一等手代 五五 〇 全小満坑場坑内掛長 澤井 隆教
〃 〃 〃 製煉工場掛長 渡辺 省造
〃 〃 五〇.○ 坑部課本山坑場坑内掛 江刺 重樹
〃 〃'〃 工作課土木掛長測量製図掛 長 義三郎
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一等手代 五〇.○ 内局會計掛長 安部 豊吉
""四 五.○ 調度課倉庫掛長 太神 壽吉
""〃 製煉課工場掛 影山小次郎
"""工 作課機械掛 太田 真吉
〃 〃 〃 全兼土木掛 片岡虎五郎
""四 〇.○ 坑部課本山坑内掛 熊倉力三郎
〃 〃 〃 全通洞坑内掛 内田 廣次
〃 〃 〃 全小溝坑内掛 尾崎平左衛門
"〃 〃 全通洞撰鑛掛長 柾 丹次
〃 〃 〃 金坑内掛 日下 利助
一等手代 〃 工作課機械掛測量製図掛 内田 乙喜
全 待遇 五〇.○ 本山医員 鈴木 久志
一等手代補 〃 内局分析掛長 平松 武
"〃 工作課電気掛 古庄鹿之助
〃 四五.○ 調度課運輸掛獣医 白石 寛吾
〃 〃 工作課土木掛測量製図掛 三木 豊
"〃 調度課山林掛心得 漆山 雅喜
"四 〇.○ 坑部課小穂坑場坑内掛 近江 益三
二等手代 三六。○ 全 阿部勝太郎
〃 三五.○ 内局會計掛 床吉 亀吉
二等手代 三五.○ 坑部課本山坑場坑内掛 青山 源吉
〃 三三.○ 全 澤井常吉郎
〃 〃 工作課製圖掛兼機械掛 中村 金太
〃 三二.○ 全土木掛兼機械掛 小川金次郎
〃 〃 内局會計掛 加賀谷平太
〃 〃 坑部課雑務掛主任 宮井 清
〃 〃'全 本山坑場坑内掛 永井清之助
〃 〃 内局會計掛 衣幡鐸次郎
〃 〃 製煉課工場掛 乾 粂七郎
〃 三〇.○ 工作課測量掛兼本山坑湯掛 雫石金五郎
〃 〃 製煉課工場掛 近江 豊次
〃 〃 内局庶務掛 立木 正雄
〃 〃 ・坑部課本山坑場坑内掛 福田 祐民
〃 〃 工作課機械掛 亀村金五郎
〃 〃 全測量製圖掛兼土木掛 白根 利助
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二等手代 二八.○ 坑部課通洞坑場坑内掛 飯塚 久平
"""戸 田 虎次
〃 〃 全小満坑瘍坑内掛 吉川 駒吉
〃 〃 全測量掛 太田 義道
〃 〃 全本山坑場坑内掛 菅原忠五郎
二等手代 二八.○ 調度課日光出張所 寺野橘五郎
〃 〃 内局庶務掛 梅澤孝五郎
〃 〃 坑部課小瀧坑場坑内掛 大橋 芳藏
〃 二六.○ 工作課土木掛 川又 頼吉
"〃 調度課澤入出張所主任 嶺 直祠
〃 〃 全下間藤出張所主任 富山七三助
〃 〃 工作課土木掛 内田与次郎
〃 〃 調度課東澤出張所主任 浅原直吉郎
〃 〃 工作課雑務掛主任 萬田 平次
"〃 調度課運輸掛 鈴木孝次郎
〃 〃 坑部課小瀧坑場坑内掛 松本 隆吉
"〃 内局分析掛 三上小次郎
〃 〃 製煉課工場掛 小島小平太
〃 〃 「 内局庶務掛 春日井誉多
〃 二五.○ 工作課土木掛兼機械掛 立川保三郎
〃 〃 坑部課本山坑場坑内掛 高嶋虎五郎
〃 二四.○ 坑部課坑内掛兼
工作課機械掛電気掛 吉元熊次郎
〃 〃 調度課本山出張所 菊地庄左衛門
〃 〃 工作課土木掛 山田 徳松
〃 〃 内局會計掛 廣瀬 信衛
〃 二四.○ 工作課雑務掛 西村竹次郎
〃 二三.○ 坑部課本山坑場坑内掛 羽金与祖吉
〃 〃 調度課日光出張所 永嶋小三郎
〃 〃 坑部課本山坑場坑内掛 臼井 七郎
〃 〃 〃 本山坑場撰鑛掛 坪井 専三
"〃 工作課機械掛 脇本 春吉
〃 〃 調度課倉庫掛 行岡定三助
〃 〃 坑部課通洞坑場坑内掛 野田 稔
""工 作課電気掛 種瀬 謙三
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二等手代 二二.○ 坑部課本山坑場撰鑛掛 磯部 大助
〃 〃 調度課下間藤出張所 庄司 仙藏
〃 〃 内局會計掛 前田 銀馬
〃 〃 坑部課本山坑場坑内掛 伊藤 季三
〃 〃 内局庶務掛 高原司次郎
〃 〃 調度課粕尾出張所主任 関根 常雄
〃 〃 全日光出張所 高橋仲三郎
〃 二一.○,坑 部課本山坑膓坑内掛 高雄 元造
〃 二〇.○ 全 松田 萬吉
〃 〃 調度課本山主張所 坂田 萬吉
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 星野 昇作
二等手代 二〇.○ 坑部課小溝坑場坑内掛 樋口捨五郎
"待 遇 四〇,○ 通洞署員 西坂 勝太
〃 〃 三〇.O本 山学校教員 長倉忠三郎
〃 〃 二八.○ 小満學校教員 阿久津鼎三
〃 〃 二二.○ 小溝署員 青木清五郎
〃『 手代補 三三.○ 調度課雑務掛主任 井原錠之助
〃 〃 三〇.○ 工作課土木掛測量製圖掛 坂井東五良
〃 〃 二九.○ 調度課倉庫掛 伊藤稲太郎
〃 〃 二八.○ 内局會計掛 若林又次郎
〃 〃 二六.○ 坑部課通洞坑内掛
工作課機械電気掛 小西 啓吉
"〃 〃 調度課本山出張所主任 佳 言髄
〃 〃 二五.○ 調度課山林掛工作謀士木掛 中村 節藏
"〃 〃 内局庶務掛巡視長 岩井岩次郎
〃 〃 〃 坑部課本山坑内掛 栗林 晟
"""調 度課山林掛 川村喜兵衛
"""〃 倉庫掛 鈴木範三郎
""〃 〃'川 井 一郎
""二 四.○ 〃 日光出張所 山田金太郎
〃 〃 二三.○ 〃 小溝出張所主任 斎藤 福三
〃 〃 二二 〇 〃 運輸掛 林 正次郎
二等手代補 二二.○ 調度課雑務掛 恩田 五策
""〃 工作課機械掛測量製図掛 木鐸 要吉
"〃 〃 内局會計掛 長谷川寛次良
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二等手代補 二二.○ 調度課山林掛 佐藤 爲益
〃 〃 〃 工作課電気掛土木掛
坑部課坑内掛 吉竹 平吉
〃 〃 〃 坑部課本山坑内掛 塩川繁太郎
〃 〃 〃 工作課掛測量製圖掛 伊藤 乙吉
"""調 度課下間藤出張所 鈴木 精三
〃 〃 二一.○ 内局庶務掛 朝倉 正順
""〃 製煉課雑務掛 河野幸次郎
"""内 局庶務掛 清田 真吉
"〃 二〇.○ 調度課通洞出張所主任 白澤 祐之
〃"〃 内局庶務掛 佐藤 則平
"〃 〃 坑部課通洞撰鑛掛 安藤 稲雄
"""調 度課小溝出張所 吉井 助三
""〃 全倉庫掛 多久 隼雄
〃 〃 〃 坑部課小瀧撰銭掛 石田 啓藏
〃 〃 〃 内局分析掛 川口亀次郎
〃 〃 〃 坑部課本山坑内掛 飯塚啓太郎
〃 〃 〃 内局會計掛 吉田佐吉郎
二等手代補 二〇.○ 調度課神子内出張所主任 八重野知義
〃 〃 〃 全下間藤出張所 長崎富三良
〃 〃 〃 工作課土木兼機械掛 新井 文雄
〃 〃 〃 内局庶務掛 山下定四郎
〃 〃 〃 坑部課通洞坑内掛 梅津 武治
〃 待遇 三〇.○ 本山学校教員 落合鍾一良
〃 〃 二〇.○ 本山醤局調剤師 石井恵三郎
〃 〃 二〇.○ 全署局雇 溝口孝次郎
所長僻令之部
三等手代補 一九.○ 工作課電気掛 能美 信吾
〃 〃 〃 内局會計掛 小松 来駕
〃 〃 〃 工作課土木掛 原田 孝成
〃 〃 〃 全測量製圖兼土木掛 軽部 錨一
〃 〃 〃 内局庶務掛 青山秀次郎
〃 〃 〃 坑部課本山撰銭掛 長嶋喜三郎
〃 〃 〃 製煉課工場掛 田村 常吉
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三等手代補 一九.O坑 部課本山撰鋳掛 柚木 繁
"〃"金 坑内掛 木村 十郎
〃 〃 〃 全小溝坑内掛 小林 廣吉
"""調 度課小満出張所 磧崎 栄吉
三等手代補 一九.0・ 内局會計掛 米山 正虎
〃 〃 〃 調度課 日光出張所 相原 善耕
〃 〃 一八.○ 全運輸掛 藤沼定太郎
"""工 作課電気掛 勝浦録三郎
〃 〃 〃 調度課運輸掛 竹村金太郎
""""川 崎 亀吉
〃 〃 〃 〃 倉庫掛 鵜飼 斧弥
〃 〃 ・ 〃 坑部課本山坑内掛 原田 武
〃 〃 〃 調度課粕尾出張所 池部 政直
"" .〃 坑部課本山坑内掛 高橋健一郎
"""調 度課通洞出張所 石原 義衛
"""内 局分析掛 村松安之助
〃 〃 〃 調度課東澤出張所 星野 軍次
1〃 〃 〃 全本山出張所 松本金太郎
"〃 〃 坑部課本山撰銭掛 青山松太郎
〃 〃 〃 調度課山林掛 印牧 爲吉
〃 〃 〃 工作課土木兼機械掛 小倉 文平
〃 〃 一七.○ 坑部課小瀧坑内掛 佐 々木次郎
"""全 後藤愛次郎
"""全 青山 彦三
三等手代補 一七.○ 坑部課小瀧坑内掛 松田 幸治
〃 〃 〃 調度課本山出張所 柴田 清助
〃 〃 〃 内局會計掛 波多野達次郎
〃 〃 〃 調度課粕尾出張所 津久井秀吉
〃 〃 〃 工作課電気掛 池本 萬吉
〃 〃 〃 全 原 正
〃 〃 〃 坑部課通洞坑内掛 武井宗十郎
〃 〃 〃 工作課雑務掛 高橋 伴平
"〃 〃 内局會計掛 木戸 正三
〃 〃 一六,○ 工作課電気掛 高橋 壽次
〃 〃 〃 調度課小瀧出張所 軽部 清次
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三等手代補 一六.○ 内局會計掛 櫻井 清
〃 〃 一五.○ 調度課本山出張所 山田 作藏
〃 〃 〃 全山林掛 吉田 謙三
〃 〃 〃 坑部課本山撰銭掛 秋葉 文作
〃 〃 〃 全小瀧坑内掛 杉本善次郎
〃 〃 〃 内局會計掛 萱生 英武
"""工 作課土木兼測量製圖掛 佐藤 喬樹
〃 〃 〃 .坑 部課通洞坑内掛 藤野 章一
"""調 度課通洞出張所 富澤与三郎
三等手代補 一五.○ 調度課本山出張所 松好幾太郎
〃 〃 〃 全通洞出張所 足立泰次郎
""〃 内局會計掛 若林和三郎
〃 〃 一二.○ 小瀧醤局詰 今泉 房平
〃 待遇 一九.○ 本山学校 望月夏之助
〃 〃 〃 〃 川井若麻呂
〃 〃 一六.○ 小満學校 野村祭三郎
""""北 村鉄三郎
〃 〃 〃 本山醤局員 高橋林次郎
〃 〃 〃 小瀧学校 花塚 末吉
全 全 一三.○ 本山学校教員 深谷清次郎
〃 〃 〃 通洞醤局薬剤方 高雄 直次
〃 〃 一二.○ 小溝 〃 福原 廉橘
四等手代補 日給 一.一 〇 坑部課坑内掛'濱 東吉
〃 〃 一.一 〇 工作課製圖掛兼土木掛 大久保茂作
五等 〃.七 五 全土木掛 篠崎音三郎
〃 〃 .七 〇 内局會計掛 伊藤 敬次
〃 〃 〃 工作課土木掛 高橋 昇三
〃 〃 .六 五 内局庶務掛巡視副長 菊地 峰松
""〃 工作課機械掛 中野一太郎
五等手代補.六 五 坑部課本山坑内掛 赤塚熊次郎
〃 〃 .六 〇 全撰鑛掛 高瀬 力造
"""全 小糠坑内掛 井堂瀬太郎
"〃 〃 内局庶務掛 鹿戸竹次郎
〃 〃 〃 製煉課工場掛 木原 省吾
〃"〃 調度課山林掛 磯西 英藏
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五等手代補.六 〇 工作調機械掛兼土木掛 溝口 類書
〃 〃 〃 坑部課通洞坑内掛 熊野鑛四郎
〃 〃 〃 〃 石倉 梓
""""石 井吉太郎
〃 〃 〃 工作課電気掛 青村芳次郎
〃 〃 〃 内局分析掛 茂木卯一良
〃 〃 .五 五 工作課機械掛兼土木掛 五十嵐貞拮
〃 〃 〃 調度課神子内出張所 池田 園吉
〃 〃 .五 三 坑部課小瀧坑内掛 中根 安吉
〃 〃 .五 二 内局庶務掛通洞巡視部長 佐藤代五郎
〃 〃 .五 〇'調 度課本山出張所 近藤 義明
〃 〃 〃 坑部課本山坑内掛 巌谷 義徳
〃 〃 〃 全小溝坑内掛 天野銀三郎
〃 〃 〃 調度課澤入出張所 薩摩 留吉
五等手代補.五 〇 調度課本山出張所 石田 粂吉
〃 〃 『 〃 工作課電気掛 新発田一丸
〃 〃 〃 坑部課通洞坑内掛 中村 徳三
〃 〃 〃 工作課土木掛 井野 詮次
"""製 煉課工場掛 團野 岩吉
〃 〃 〃 工作課土木掛 嶺岸 文質
"""調 度課下間藤出張所 伊藤整太郎
""〃 坑部課本山撰鑛掛 片岡 繁三
〃1〃 〃 全小瀧全掛 棚橋 謙治
"""全 通洞全掛 .山 田正之助
""""日 下 小六
〃"〃 調度課小溝出張所 野澤長二郎
六等".四 五 坑部課本山坑内掛 山屋 長吉
"""工 作課測量製圖土木掛 菊地 健造
支配人補 無給 非役 岸 真 次郎
准員之部
職名 給料 分掌 姓名
工手,九 〇 工作課機械掛 岩田初五良
"'""青 木 祐吉
雇 〃 調度課運輸掛 石田 幸三
(841)183
政経論叢 第68巻 第5・6号
工手.九 〇 製煉課工場掛 古山八十古
屋'.八 五 坑部課坑内掛 岡本 幸造
工手 〃 全通洞撰鑛掛 慶野茂三郎
〃"製 煉課工場掛 小牧 新平
〃 〃 〃 佐藤由太郎
雇.八 ○ 坑部課本山坑内掛 三ッ谷喜作
工手 〃 〃 笹岡 浅吉
雇'.七 五 〃 畑山初太郎
工手 〃 〃 丹治彦次郎
〃 〃 全課坑内掛 菊地小次郎
〃 〃 製煉課工場掛 佐藤 亀松
〃 〃 工作課機械掛 上野 敬祐
〃 .七 〇 坑部課本山坑内掛 栗田 初造
"""千 代 栄造
雇 〃 〃 吉水利右衛門
工手 〃 製煉課工場掛 吉野政次郎
〃 〃・ 〃 茂木 勇吉
〃 〃 坑部課本山坑内掛 松本 常造
〃 〃 全課坑内掛 安本治太郎
雇 〃 全小溝坑内掛 笹倉 庄松
雇.六 五 坑部課小溝坑内掛 稲井初太郎
工手 〃 〃 通洞 〃 掛 寳木 鶴吉
〃 〃 全本山 〃 掛 山崎 由松
〃 .〃 全坑内掛 村上柳三郎
〃 〃 全通洞坑内掛 石橋 直吉
〃 .〃 〃 林 外吉
〃 〃・ 全小溝坑内掛 大野 彦三
〃 .〃'全 通洞全掛 村樫 永作
〃 〃 全小瀧全掛 大西安太郎
""全 石川菊太郎
"""佐 藤 嘉造
〃 〃 〃 鎌坂 友吉
〃 〃 全通洞全掛 竹内安太郎
〃 〃 全小瀧全掛 阿波賀由五郎
〃 .六 〇 全通洞全掛 山本金次郎
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工手.六 〇 全課全掛 井坂辰太郎
〃 〃 全本山金掛 吉川 重吉
〃 〃 全小瀧全掛 水本 勘吉
""全 高松弥三郎
"ノ μ 全 量張彦三郎
工手.六 〇 坑部課坑内掛 畑 菊造
〃 〃 全小瀧全掛 水口 孫七
〃 〃 坑部課坑内掛 落合 菊治
雇 〃 工作課電気掛測量製圖掛 橋爪 直記
工手 〃 製煉課工場掛 長沼巳之吉
雇.五 五 調度課粕尾出張所 小泉 賛敏
〃 〃 坑部課坑内掛 松田 梅吉
〃 ・ 〃 調度課粕尾出張所 福田 佐市
〃 〃 工作課電気掛 遠藤 山造
〃 〃 坑部課坑内掛 谷口 與作
〃 〃 工作課電気掛 岩崎鉾次郎
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 鍋島 貞雄
〃 〃 製煉課工場掛 古屋 照保
雇.五 〇 調度課沢入出張所 阿美 泰弥
工手 〃 製煉課工場掛 山本鉛三良
雇 〃 調度課東洋出張所 伊香徳三郎
〃 〃 坑部課本山坑内掛 森野 富造
工手 ・ 〃 全通洞坑内掛 近藤 新造
雇 〃 調度課粕尾出張所 松川 豊吉
、""工 作課土木機械兼測量製圖掛 秋山 猪作
庭.五 〇 工作課測量製圖土木掛 小山田次郎
巡察車掌'・ 〃 調度課運輸掛 佐藤市太郎
工手 〃 工作課電気掛 政川 忠太
雇"調 度課雑務掛 岡本雄三郎
全 〃 全倉庫掛 間宮 源吉
巡察車掌 〃 〃運輸掛 宮川 定吉
雇.四 九 内局庶務掛本山巡視部長 佐藤 虎吉
"""小 溝巡視部長 栗原源次郎
" ,四 八 調度課倉庫掛 井口久米藏
グ"全 日光出張所 枝 勘一郎
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雇.四 七 調度課本山出張所 山口 豊造
〃 〃 内局庶務掛 浅田 次郎
〃 .四 六 調度課沢入出張所 黒坂 久平
〃 〃 内局庶務掛巡視 豊田忠次郎
〃 〃 調度課神子内出張所 菊地 幸吉
""全 運輸掛 藤田 芳松
〃 .四 五 坑部課通洞坑内掛 河原里三郎
"〃 調度課小溝出張所 保田忠八郎
!パ 〃 坑部課本山坑内掛 根市勇左衛門
""全 吉田助太郎
雇.四 五 製煉課工場掛 辻井 嘉作
〃 〃 工作課電気掛 清水 六郎
〃 〃 調度課下間藤出張所 安孫子英三郎
〃 〃 全粕尾出張所 田口 利義
〃 〃 全本山出張所 村上 廣次
〃 『 〃 全東澤出張所 小野木安之助
〃 〃 全粕尾出張所 直井 東作
〃 〃 坑部課本山坑内掛 鳥谷 宗平
〃 〃 調度課神子内出張所 伊藤 守
〃 〃 工作課電気掛 相澤 正親
雇 『 〃 内局庶務掛巡視 小泉 貞治
〃 ・ 〃 〃庶務掛 小林 寅三
〃 〃 工作課土木掛 小林辰三郎
〃 ・ 〃 全電気掛 高橋 東三
〃 〃 調度課小溝出張所 市川桂次郎
〃 、 〃 全山林掛 岡田 直道
〃 〃 全本山出張所 清水 幸作
" .四 四・全日光出張所 蛯江 静一
〃 〃 内局庶務掛通洞巡視 富山 誠一
〃 〃 調度課澤入出張所 藤井 梶吉
〃 層 .四 三 製煉課工場掛 出沼儀右衛門
〃.・.〃 内局庶務掛巡視 吉田 銀次
"∴ 〃 坑部課小満坑内掛 大平 國弥
'〃 〃 全 川瀬 喜次
" ."全 松村鑛五郎
186(844)
1900(明 治33)年 職員録からみる足尾銅山の実情
雇.四 三 調度課運輸掛 桑子爲三郎
" .四 二 工作課土木掛 斎藤 錐
〃 〃 調度課東澤出張所 大沼 力二
〃 〃 全小溝出張所 久保田文四郎
〃 〃 全下間藤出張所 津久井清兵衛
雇 ・ 〃 ・調度課本山出張所 渡邊栄太郎
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 舘川兵太郎
〃 〃 調度課 日光出張所 石川喜代七
〃'〃 坑部課通洞坑内掛 小林幸三郎
""全 小栗 栄吉
〃 〃 調度課運輸掛 北林 小輪
〃 .四 〇 本山醤局 荒木 英明
〃 〃 坑部課本山坑内掛 諏訪 信次
〃 「 〃 全通洞坑内掛 秋元満之蒸
〃幽 〃 調度課東澤出張所 加藤 儀平
巡察車掌.四 〇 調度課 日光出張所 鳥居 武成
雇 〃 坑部課本山坑内掛 山田 貞雄
『〃 〃 工作課機械掛 宮崎 健吉
"〃 調度課東洋出張所 勝見 信三
"〃 工作課土木掛 荒井漸之進
"〃 .坑 部課通洞坑内掛 塚原 幸助
"〃 工作課電気掛 高谷健次郎
"〃 内局庶務掛巡視 手束 百得
"〃 全分析掛 新谷與四郎
"〃 坑部課通洞撰鑛掛 古谷長三郎
""坑 部課本山坑内掛 粕屋精一良
"〃 製煉課雑務掛 淺井 顯相
〃 〃 全 尾崎 藤雄
""工 作課電気掛'太 田 寛一
"〃 調度課運輸掛 高橋 亀作
""工 作課土木掛 佐々木盛教
""調 度課通洞出張所 黒川 信珍
"'"全 粕尾出張所 神戸栄三郎
" .三 九 内局庶務掛巡視.稲 澤鉄之進
" .三 八 工作課土木掛 山下幸之助
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雇.三 八 工作課土木掛 余吾 正利
〃 〃 調度課日光出張所 鳥居可壽保
〃 〃 坑部課小溝坑湯掛 藤崎 與作
"・ ."製 煉課工場掛 深谷 六助
〃 〃 坑部課本山撰銭掛 木村作次郎
〃 〃 金坑内掛 宇野正太郎
〃 〃 全 芳賀 謙三
"〃 工作課土木掛 大橋利三良
""調 度課日光出張所 星 濱吉
"〃 調度課運輸掛 柴田庄之助
"〃 内局庶務掛巡視 山崎善三郎
〃 〃 全 伊東 清作
"〃 全分析掛 石塚 克
"〃 坑部課本山坑内掛 篠崎芳三郎
"〃 調度課粕尾出張所 番膓 濤三
〃 〃 全運輸掛 駒場 房吉
〃1 .三 七 内局庶務掛巡視 西宮久米三
"""斎 藤喜源太
"""羽 佐田正孝
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 高田 秀藏
雇.三 七 内局庶務掛巡視 藤山 清美
〃 〃 全 篠崎仁三郎
〃 ,三 六 調度課小瀧出張所 藤沼岩太郎
"〃 工作課電気掛 渡辺 轄
〃 〃 内局會計掛 山田 愛亮
〃 〃 通洞署局 平野 義方
"〃 製煉課工場掛 山本 卯吉
〃 〃 工作課電気掛 笹嶋 量吉
〃 〃 坑部課小瀧坑内掛 山田徳太郎
〃 〃 内局庶務掛巡視 宮田 彦次
〃 〃 坑部課小瀧撰銭掛 佐々木善右衛門
""全 眞田 一也
"〃 工作課土木掛 星野菊太郎
〃 〃 調度課運輸掛 庄司 徳三
〃 .三 五 坑部課坑内掛 山崎 傳吉
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雇.三 五 調度課通洞出張所 小澤源之助
"〃 全澤入出張所 今泉善十郎
〃 〃 内局庶務掛巡視 平野駒次郎
〃 〃 坑部課小溝撰銭掛 藤沼畳三郎
"〃 製煉課工場掛 、 佐藤 畳市
〃 .三 五 調度課小満出張所 高木 要吉
『〃 〃 全 日光出張所 杢子善兵衛
〃 〃 内局庶務掛 牛膓善三郎
〃 〃 全巡視 高堅 乙彦
""製 煉課工場掛 安氏 範之
""調 度課小糠出張所 鈴木鎌次郎
""全 通洞出張所 山崎孝太郎
""全 下間藤出張所 田中 文三
〃 〃 全本山出張所 内田 豊吉
""内 局分析掛 鈴木 恭三
"〃 製煉課雑務掛 川上 善三
〃 〃 坑部課本山坑内掛 元井 平次
〃 〃 全小瀧撰銭掛 工藤重次郎
"・"製 煉課工場掛 開口 三郎
""全 谷口源次郎
"〃 全 宮崎助次郎
"〃 調度課山林掛 吉田 民松
〃 〃 全雑務掛 島津 正司
〃 .三 四 内局庶務掛巡視 青木重四郎
〃 〃 調度課粕尾出張所 出沼喜代太郎
雇.三 四 坑部課小瀧坑内掛 山中由三郎
〃 〃 調度課澤入出張所 本吉 清作
〃 〃 坑部課小瀧坑内掛 樋口藤九郎
〃 〃 全本山坑内掛 荒井又兵衛
"〃 全 瀬川林之助
〃 〃 調度課小溝出張所 高橋 廣志
〃 〃 内局庶務掛巡視 右嶋雄三郎
〃 〃 全 敷居 補作
〃 〃 坑部課坑内掛 上遠野巳太郎
〃 〃 調度課本山出張所 湖堀 儀平
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雇.三 四 内局庶務掛 荒井巳之吉
〃"調 度課東澤出張所 梅宮源三郎
〃 〃 坑部課本山坑内掛 田原 今治
〃"調 度課日光出張所 前田 米吉
〃 〃 坑部課小瀧撰銭掛 長峰 高遠
〃 〃 全通洞坑内掛 神山鐵五郎
〃 〃 工作課機械掛 樋口幾次郎
〃 .三 三 製煉課工場掛 宮坂 貢
"'"全 鈴木徳次郎
雇.三 三 調度課本山出張所 松山 東策
〃 ,三 二 内局會計掛 神山 仙七
〃 〃 調度課神子内出張所 柴田伴次郎
""製 煉課工場掛 井田満三郎
"〃 内局分析掛 星野熊三郎
〃 〃 製煉課工場掛 三浦 保次
〃 〃 〃 太田見慶助
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 渡邉 佐平
〃 〃 全小溝撰鑛掛 今井 幸作
〃 〃 製煉課工場掛 前田 寛量
〃 〃 製煉課工場掛 藤井 政一
""全 四倉 慶治
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 出井常太郎
〃 〃 全小瀧撰鑛掛 仁平宗四郎
〃 〃 製煉課工場掛 五十嵐萬一
" .""井 田仲二郎
〃 〃 〃 古山房四郎
〃 〃 坑部課小穂坑内掛 渡邉勇太郎
〃 待遇 月給 一〇.○ ○ 本山学校教員 小川 久吾
""全 全 角田雄次郎
雇.三 〇 工作課電気掛 高橋 健造
〃 〃 全 青山要太郎
〃 〃 坑部課小溝撰銭掛 郡司耕四郎
〃 〃 工作課土木掛 石田 豊造
〃 〃 通洞醤局 若林芳三郎
〃 〃 坑部課小糠坑内掛 木村清次郎
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雇.三 〇 全本山坑傷撰鑛掛 阿部庄三郎
〃 〃 全 廣田 増平
〃 〃 全通洞坑内掛 橋野 純三
〃 〃 全撰鑛掛 星野 梧市
〃 〃 坑部課小溝撰銭掛 浅野 國治
〃 〃 全通洞全掛 五十嵐福松
〃 待遇 月給 八.○ ○ 小穂学校教員 高野 三郎
雇.二 八 坑部課測量掛 西川 末吉
〃 〃 内局會計掛 山田恒太郎
〃 .二 六 坑部課本山坑内掛 天野 鏡司
〃 .二 五 全測量課 木村美代太郎
〃.〃 全 小嶋豊次郎
""全 雑務掛 小田嶋三音
雇.二 五 坑部課小瀧坑内掛 岸田源次郎
全 手當毎月 七.○ ○ 小瀧學校 阿久津キ ミ
属員之部
車掌.四 八 調度課運輸掛 馬場 徳次
" .四 四"今 井 栄三
〃 〃 〃 鴇田 兼吉
〃 〃 〃 本吉福之助
小使.四 〇 全通洞出張所 五十嵐弥平
車掌 〃 〃 運輸掛 福原忠兵衛
小使 〃 全本山出張所 渡邉篤十郎
〃 〃 全倉庫掛 眞下 力二
車掌 〃 全運輸掛 早瀬冨三郎
〃 〃 全 桑森代七郎
電話交換手 〃 金 木原石太郎
""全 高樹 虎吉
小使"製 煉課 宮本 長治
〃 .三 八 調度課本山出張所 堀内 元吉
〃 〃 工作課機械掛 廣田喜十郎
〃 ・〃 調度課下間藤出張所 寺村 定吉
車掌 〃 全運輸掛 倉田権太郎
車掌.三 八 調度課運輸掛 柴田 貞吉
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車掌,三 八 全 安倉 留吉
""全 小島栄太郎
〃 〃 全 蒔田 豊三
電話交換手 〃 工作課電気掛 山田清太郎
小使.三 七 内局庶務掛 木村 大三
""全 山暗与次郎
""全 谷越五良四郎
電話交換手.三 六 調度課運輸掛 阿部 清七
小使 〃 工作課機械掛 上田 留吉
小使 〃 調度課運輸掛 瀧澤 音吉
〃 〃 全本山出張所 箕浦直三郎
""全 高澤松二郎
〃 〃 後部課小満撰鑛掛 野本清三郎
〃 〃 全通洞坑内掛 佐藤 新平
〃 〃 工作課電気掛 高橋 義行
車掌 〃 調度課運輸掛 大谷 潔
〃 〃 全 二平与一郎
電話交換手 〃 全 村上 主一
"〃 全 斎藤 庫次
車掌.三 六 調度課運輸掛 丸山太次郎
".〃 全 島津 嘉一
小使 〃 全倉庫掛 田中仁太郎
〃 〃 全澤入出張所 右近 直次
〃 〃 全日光出張所 鈴木廣太郎
〃 .三 五 全小瀧出張所 小川富太郎
〃 〃 全山林掛 星野 常吉
〃 〃 坑部課通洞撰鑛掛 伊部与兵衛
"〃 調度課東澤出張所 瀧波徳次郎
〃 〃 全本山出張所 荒川 角三
〃 〃 工作課 久住吉五郎
""調 度課小溝出張所 中田勇次郎
〃 〃 工作課土木掛 島田文右衛門
〃 .三 四 坑部課小瀧坑内掛 桑原長右衛門
""調 度課神子内出張所 佐藤千代吉
"〃 坑部課本山坑内掛 吉田 友吉
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電話交換手.三 四 調度課運輸掛 丹野 運三
小使 〃 内局分析掛 高橋虎次郎
"〃 工作課 植木 吾作
〃 〃 全機械掛 吉崎 政平
小使.三 四 本山瞥局 水島豊次郎
〃 〃 全 宮崎直次郎
"〃 本山学校 平田芳次郎
""内 局分析掛 枝川 常吉
""製 煉課工場掛 大類 利平
〃 〃 全 大森 留吉
""全 足立 茂平
〃 〃 坑部課小瀧撰鑛掛 高松 友造
〃 〃 全坑内掛 八田与三郎
〃 〃 全全掛 俵箭嘉太郎
〃 〃 工作課土木掛 高橋 太吉
〃"工 作課 松本 米吉
車:掌"調 度課運輸掛 廣木 直江
小使 〃 全澤入出張所 伊藤犬太郎
〃 〃 坑部課本山坑内掛 佐川鉱次郎
〃 .三 三 調度課山林掛 高雄政之進
〃 〃 製煉課工場掛 長岡典次郎
〃 〃 通洞醤局 河村 米吉
〃 .三 二 坑部課小穂坑内掛 松原 嘉平
車掌 〃 ・調度課運輸掛 小高初太郎
車掌.三 二 調度課運輸掛 斎藤 由郎'
小使 〃 全粕尾出張所 北山市次郎
〃 〃 内局分析掛 佐藤徳三郎
〃 〃 小溝醤局 高野吉次郎
""調 度課小溝出張所 高村富三郎
車掌 〃 全運輸掛 五十嵐藤太郎
〃 〃 全 渡辺綱五郎
小使 〃 製煉課 中條伴二郎
〃 〃 工作課機械掛 者川 浪藏
車掌 〃 調度課運輸掛 浅間亀三郎
小使 〃 坑部課通洞坑内掛 茂木 良平
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小使.三 二 金掻鑛掛 土屋初太郎
車掌 〃 調度課運輸掛 川津祐一郎
電話交換手.三 〇 全 石田 栄造
小使 〃 全通洞出張所 長谷川良助
""全 山崎北三郎
〃 〃 内局分析掛 新谷 徳平
薬剤生見習 〃 本山署局 高巣市太郎
看護婦 〃 全 岸本 和
小使.三 〇 調度課澤入出張所 延松寅三助
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 上原壽太郎
〃 〃 工作課 渡辺刀之助
〃 〃 坑部課本山坑内掛 寺沢 倉吉
"〃 小瀧学校 堀口金次郎
〃 〃 工作課土木掛 林 仁吉
〃 〃 小溝医局 中川 庄助
〃 〃 坑部課小溝坑内掛 波多腰理董
〃 〃 調度課小溝出張所 石坂松次郎
〃 〃 全山林掛 谷口源五郎
〃 〃 全通洞出張所 丸山嘉四郎
〃 〃 坑部課小穂坑内掛 島田 嘉治
〃 〃 全本山金掛 三浦 半平
〃'〃 全小瀧全掛 境野直次郎
〃 〃 製煉課工場掛 内田武一郎
〃 〃 工作課土木掛 郷 栄吉
〃 〃 坑部課本山坑場 上野 國治
〃 .二 八 調度課日光出張所 遠藤栄三郎
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 藤沼 房吉
〃 .二 六 工作課機械掛 中川又右衛門
小使.二 六 調度課 畑 忠兵衛
看護婦 〃 小満医局 高野 イワ
小使 〃 坑部課通洞坑内掛 佐々木宗作
電話交換手 〃 調度課運輸掛 白井 精
査 ・.二 五 全 吉竹 マサ
小使 〃 工作課 鈴木 保
〃 〃 内局會計掛 山口武八郎
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薬剤生見習.二 五 全庶務掛 永嶋 勲
小使.二 四 内局分析掛 新谷 嵯三
〃 〃 製煉課 大森 才市
"〃 工作課機械掛 宮田藤之助
〃 .二 三 坑部課小瀧坑内掛 天野松二郎
〃 .二 二 工作課土木掛 神山徳十郎
""全 課 岩原初太郎
"〃 坑部課坑内掛 品川清太郎
"〃 全通洞坑内掛 内田福太郎
電話交換手.二 〇 工作課電気掛 小林 小稲
小使 〃 通洞医局 河村 春吉
〃 〃 坑部課本山坑内掛 菅原 求馬
"〃 製煉課工場掛 ・ 大深 正作
小使.二 〇 製煉課工場掛 鈴木幸三郎
〃 〃 全課 古屋盛之助
〃 〃 坑部課本山坑内掛 保月 庄七
〃 〃 工作課電気掛 堀切房一郎
〃 〃 工作課 篠崎亮太郎
〃 .一 九 調度課運輸掛 宇賀神幸一郎
〃 〃 坑部課通洞坑内掛 荻野清太郎
〃 〃 内局分析掛 大森 嘉三
〃 .一 八 調度課神子内出張所 宇賀神春吉
〃 〃 全運輸掛 大久保菊次郎
〃 〃 調度課日光出張所 大川 春吉
〃 〃 〃 鷺橋杢一郎
〃 〃 〃 課倉庫掛 宮森 善吉
〃 〃 内局分析掛 石井 英治
薬剤見習生 〃 小溝医局 小河原市之助
小使.一 七 内局庶務掛 堀内 直次
看護婦 手當 五円也 本山医局 荒木 ナカ
小使.一 六 製煉課工場掛 内田 岩吉
〃 〃 工作課 山本重太郎
〃 〃 坑部課本山坑内掛 松本頼太郎
小使.一 六 調度課 日光出張所 松本清太郎
〃 .一 五 坑部課本山撰銭掛 川東 喜作
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小使.一 二 本山学校 平田 ハル
計
六百八十五人 総人員
内課
二十三人 支配人補以上
百三十弐人 二等手代補以上
百〇六人 六等手代補以上
二百六十五人9准 員
百五十九人 属員
壱人 非役
計
六百八十五人 課別
百廿八人 内局
二百〇六人 坑部課
五十五人 製煉課
九十五人 工作課
百九十七人 調度課
壱人 非役
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